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北海道医療大学の教育理念と北海道PCR検査センター
コロナ禍の卒業生の皆様へ

　2019年末に中国武漢で確認された新型コロナウイ

ルスは、瞬く間に全世界に拡散し、2021年1月には世

界の累計感染者は1億人を超え、1年前には予想し得な

い社会となりました。登校禁止、授業の遠隔化といった

教育環境の変化は多くの学生に多大な影響を与えまし

た。誰もがコロナや社会に苛立ちを抱くのは当然です

が悪者探しだけでは前に進めません。医療人となる皆

様にはこの経験をどう医療に役立てるのかを考えてほ

しいと思っています。さて、2020年12月、札幌あいの

里キャンパス医療技術学部棟内に新型コロナウイルス

PCR検査を実施する「北海道PCR検査センター」が開

設されました。今回のパンデミックで多くの国民が初め

て耳にした「PCR」ですが、臨床検査技師にとっては日

常的な言葉であり、むしろ国会で安倍前首相が「臨床検

査技師」という言葉を発したことが衝撃でした。本セン

ターはソフトバンクグループが社会貢献として設立し、

感染拡大防止と経済活動の早期正常化をめざし、無症

状者を対象に1回2,000円（送料別）で検査をしていま

す。北海道医療大学は「地域社会への貢献」を教育理念

に掲げており、経済活動だけではなく教育活動の正常

化に少しでも貢献したいとの思いから協力に至りまし

た。ちなみに医療技術学部教員が施設の設計、技術指

導、品質管理を担っています。本センターは2021年1

月に札幌市の経済活動や保健・医療・福祉活動の維持、

市民が安心して生活できる環境整備に協力し、飲食店

や医療施設、高齢者施設などを対象とした検査を実施し

ています。2月現在、検査者8名で1日約1,200件の検

査を行っており、3月には1日3,000件の検査体制とな

ります。しばらくはこの状況が続くと思われますが、セン

ター閉鎖予定である2022年3月までには流行が終息

することを願っています。

　昨年来、ほぼ毎日、TVや新聞で北海道医療大学の教

員を目にすることからも本学が地域社会へ貢献してい

るのは確かです。本センターも感染拡大防止に少しで

も貢献しているのなら、これほど嬉しいことはありませ

ん。医療現場で働くことは人々の幸せに貢献することで

す。嬉しいこともあれば大変なこともありますが、あら

ゆる経験を自身の向上や後進の育成に役立ててほしい

と思います。そう考えるとこの現状も多少は貴重な経験

に思えてくるのではないでしょうか。

　最後になりましたが、ご卒業おめでとうございます！

北海道PCR検査センター開設記者会見の様子


